
近
世
甲
府
城
下
町
に
沿
け
る
都
市
構
造
の
変
容
過
程

!
l人
口
推
移
を
中
心
に
|
|
|

土

良

田

近世城下町における都市構造の変容過程

は
じ
め
に

近
世
城
下
町
人
口
そ
の
も
の
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
城
下
町
構
造
に
関
す
る
多
く
の
研
究
蓄
積
の
中
で
も
、
人
口
面
か
ら
の
ア
プ

ロ

I
チ
は
少
な
く
、
そ
の
研
究
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

農
村
人
口
の
研
究
に
精
力
的
な
分
析
を
こ
こ
ろ
み
て
き
た
歴
史
人
口
学
の
立
場

(

I

U

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

歴
史
学
か
ら
は
、

都
市
騒
擾

の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
住
民
の
存
在
形
態
を
中
心
に
都
市
内
部
の
地
域
社
会
構
造
の
解
明
や
、
都
市
と
農
村
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る

時ハ
2
〉
、
人
口
の
動
向
に
関
す
る
研
究
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

歴
史
地
理
学
に
お
い
て
も
、

城
下
町
内
部
の
地
域
構
造
や
城
下

と
藩
領
と
の
か
か
わ
り
方
を
主
要
な
研
究
課
題
と
し
て
お
り
(
3
Y

城
下
町
人
口
の
推
移
構
成
・
動
態
か
ら
の
実
証
的
研
究
の
積
み
重
ね

が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

彦
根
城
下
町
内
部
の
人
口
構
成
や
動
態
に
正
面
か
ら
と
り
く
ん
だ
矢
守
一
彦

(

4

U

や、

上
田
f成
下
町

の
人
口
動
態
に
関
す
る
深
井
甚
三
の
研
究
(
5
〉
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、

大
阪
に
お
け
る
下
人
別
家
設
立
と
住
民
の
都
市

179 

内
部
循
環
、
町
続
地
〈
6
〉
の
性
格
を
め
ぐ
る
松
本
四
郎
の
研
究

(

7

)

は
今
後
の
研
究
課
題
を
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
研
究
の
課
題
は
、

ま
ず
甲
府
城
下
に
お
け
る
町
方
人
口
の
推
移
構
成
を
概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
総
人
口
推
移
の
み
で
な
く
、
町

別
人
口
推
移
を
都
市
プ
ラ
ン
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
す
る
官
)
こ
と
を
通
じ
て
、
都
市
形
成
や
地
域
構
造
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
人
口
変
動
要
因
と
住
民
の
存
在
形
態
、

人
口
動
態
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
写
〉
を
用
意
し

て
い
る
。

一
、
都
市
プ
ラ
ン
と
町
方
人
口
の
推
移

甲
府
城
下
の
市
街
区
は
第
2
図
に
み
る
よ
う
に
南
北
二
区
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
を
古
府
中
と
い
い
、
南
を
新
府
中
と
い
っ
た
。
武

田
氏
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
古
府
中
と
異
な
り
、
新
府
中
は
甲
府
築
城
に
伴
っ
て
新
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
町
で
、
町
割
は
郭
内
を
東
西
六

条
、
南
北
四
条
に
区
分
け
し
て
合
計
十
一
町
を
置
き
、
郭
外
に
は
甲
州
道
中
に
沿
う
も
の
と
、
南
側
の
あ
わ
せ
て
八
町
を
置
い
た
。
寺
院

は
郭
外
の
市
街
区
域
の
出
入
口
に
配
置
し
、
元
職
年
間
の
古
図
に
は
甲
州
道
中
の
東
出
口
に
一
里
塚
と
し
て
土
塚
を
設
け
て
、
そ
の
上
に

松
を
植
え
背
後
に
惣
円
台
を
石
組
で
築
い
て
柵
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
な
ど
、
水
系
や
土
居
、
曲
ノ
手
と
と
も
に
都
市
プ
ラ
ン
の
確
定
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

城
郭
お
よ
び
市
郭
の
最
初
の
縄
張
り
は
、
天
正
末
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
後
市
郭
の
整
備
が
も
っ
と
も
盛
ん

に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
文
線
年
中
か
ら
慶
長
年
間
で
あ
り
、
以
後
城
下
町
の
整
備
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

領
主
の
度
重
な
る
交
代
の
中
で
、
宝
永
二
年
柳
沢
吉
保
が
封
ぜ
ら
れ
甲
府
城
主
に
な
っ
た
際
、
「
只
今
迄
古
府
中
と
申
事
相
止
一
同
に

府
中
と
可
申
事
」
と
い
う
令
達
を
出
じ
、

か
わ
っ
て
古
府
中
を
上
府
中
、
新
府
中
を
下
府
中
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
た
。
享
保
九
年
柳
沢

家
が
転
封
に
な
っ
て
以
後
、
幕
府
の
直
轄
領
と
し
て
勤
番
支
配
が
続
い
た
白
〉

O

こ
の
た
め
侍
屋
敷
の
面
積
比
率
は
、

こ
の
グ
ラ
ス
の
城
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甲府市役所編(1918)甲府略誌
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き

第 1図

七ロロ

下
町
規
模
か
ら
す
れ
ば
三
ニ
・
八
が
と
少

な
い
百
三

甲
府
町
方
に
お
け
る
総
人
口
は
、
寛
文

十
二
年
(
一
六
七
二

)
l明
治
三
年
(

八
七

O
)
ま
で
の
期
間
に
わ
た
っ
て
断
片

的
で
あ
る
が
三
五
カ
年
分
が
判
明
し
て
い

る
。
史
料
は
宗
門
改
帳
、
人
別
改
帳
の
集

計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
宗
門
改
帳
は

宝
永
以
後
五
歳
以
上
の
記
載
白
〉
で
あ

り
、
人
別
改
帳
は
二
歳
以
上
の
記
載
と
な

っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
史
料
か
記
載
の
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
二
歳
以
上
と
明
記
し

て
あ
る
も
の
を
除
い
て
人
口
推
移
を
グ
ラ

フ
化
し
た
も
の
が
第

1
図
で
あ
る
。

総
人
口
の
推
移
は
元
禄
期
の
一
四

0
0

O
人
台
を
ピ
l
ク
と
し
て
、
停
滞
・
漸
減

の
傾
向
に
あ
り
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
は
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急
激
な
減
少
を
み
せ
は
じ
め
、
文
化
三
年
の
九
五
六
六
人
を
最
低
と
す
る
。

し
か
し
、

こ
の
数
字
は
享
和
三
年
の
下
府
中
の
大
火
臼
)
に

よ
る
影
響
と
思
わ
れ
、
減
少
傾
向
は
一
万
人
を
割
っ
た
と
こ
ろ
で
以
後
停
滞
し
、
幕
末
期
に
再
び
急
増
し
て
一
三

O
O
O人
前
後
と
十
八

世
紀
中
頃
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
。

下
府
中
・
上
府
中
，
別
の
人
口
推
移
を
み
る
と
、
下
府
中
が
城
下
の
中
心
で
あ
り
、
総
人
口
推
移
も
下
府
中
の
動
向
に
左
右
さ
れ
て
い

た
。
元
禄
期
の
約
一
一
一
も

0
0人
が
ピ

l
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
府
中
は
享
保
期
の
三
二

O
O人
位
を
ピ

l
ク
に
漸
減
し
て
い
る
。
男

女
人
口
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
差
は
な
い
が
、
元
禄
期
ま
で
は
女
子
人
口
が
五

O
O人
余
多
か
っ
た
。

甲
府
城
下
町
の
動
向
を
総
人
口
推
移
か
ら
五
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
。
-
建
設
・
整
備
期
(
寛
永
位
ま
で
)

E
発
展
期
(
一
一
字
保
ま
で
)

E
停
滞
期
(
寛
延
ま
で
v
w
u
衰
退
期
(
天
保
ま
で

)
V
再
生
期
(
天
保
以
降
)
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
町
別
人
口
の
動
向
を
検
討
し

た
い
が
、
史
料
の
都
合
で
E
発
展
期
(
寛
文
十
二
年

1
享
保
五
年
)
直
、
百
停
滞
・
衰
退
期
(
享
保
五
年

1
天
保
七
年
)
V
再
生
期
(
天

の
三
つ
の
期
間
に
お
け
る
町
別
人
口
動
向
と
都
市
構
造
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
停
滞
・
衰
退
期
は
享
保

保
七
年

I
明
治
三
年
)

五
年

l
寛
政
十
年
と
寛
政
十
年

t
天
保
七
年
の
前
後
期
に
分
け
で
検
討
し
た
。

二
、
発
展
期
に
お
け
る
都
市
構
造

寛
文
十
二
年
(
一
六
七
三
)
か
ら
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
ま
で
の
四
十
八
年
間
に
お
け
る
総
人
口
は
八
九

O
人
の
増
加
で
、
そ
の
増

加
率
は
六
・
九
七
彪
で
年
平
均
増
加
率
は
一
・
四
五
体
で
あ
る
。
町
別
に
示
し
た
も
の
が
第
2
図
で
あ
る
が
郭
外
に
お
い
て
増
加
率
の
高

い
町
が
多
い
。
街
道
筋
の
東
は
ず
れ
の
城
屋
町
(
七
・
四
五
体
)
、
西
の
は
ず
れ
西
青
沼
町
(
一

0
・
一
三
仙
)
、
上
府
中
で
は
全
体
の
年

平
均
増
加
率
七
・
、
五
六
怖
と
多
く
の
町
で
増
加
を
示
し
、
郭
内
で
は
北
の
は
ず
れ
に
あ
る
立
近
習
町
(
三
一
一
了
二
七
%
)
、
横
近
習
町
(
一
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町別年平均増加率寛文12-享保5年第2図

了
九
八
品
)
に
お

い
て
特
に
高
い
。
し

甲府市役所編(1918)甲府略志甲州文庫史料第 2巻より作成

か
し
、
郭
内
の
中
心

部
で
は
す
で
に
減
少

を
示
し
て
お
り
、
東

西
方
向
街
区
を
形
成

し
て
い
る
伊
勢
町

(
山
田
町
)
の
マ
イ

ナ
ス
七
・
三
三
ν
仰
を

最
高
に
、

三

日

町

(
マ
イ
ナ
ス
四
・
八

久
町
川
)
、

八
日
町
(
マ

イ
ナ
ス
コ
了
五
八
払
)

上
下
連
雀
町
(
マ
イ

ナ
ス
二
・
七
九
品
)

が
目
立
つ
。
こ
の
時

期
は
、
城
下
町
建
設
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-+-

元緑 5年下府中間口 1間あたり値段第 3図

-
整
備
期
に
古
府
中
か
ら
草
分
け
の
町
人
た
ち
が
移
り
住
ん
だ
(
己
中
心

商
業
地
か
ら
、
郭
外
町
、
上
府
中
で
の
人
口
増
加
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ら

に
町
続
地
の
形
成
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
郭
内
で
は
、
す
で
に
人
口

の
空
洞
化
現
象
が
進
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

町
別
人
口
推
移
か
ら
城
下
町
の
中
心
か
ら
周
辺
へ
の
拡
大
の
様
子
を
知

元禄5年御用留による

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
次
に
そ
の
内
部
構
造
を
借
屋
率
と
屋
敷
値
段
か
ら

考
察
し
て
お
く
。
元
禄
五
年
の
小
間
口
一
間
あ
た
り
の
丁
別
値
段
を
示
し

た
の
が
第
3
図
で
あ
る
。
屋
敷
値
段
か
ら
み
る
と
、
城
下
町
の
中
心
部
は

八
日
町
一
丁
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
十
一
J
、
二
両
と
最
高
を
示
す
。
次
に

八
日
町
二
・
三
丁
目
と
柳
町
二
・
三
丁
目
が
七

1
八
両
と
な
り
中
心
街
区

坂田家文書

を
形
成
し
、
そ
の
周
辺
は
値
段
が
下
が
る
が
北
部
の
立
近
習
町
、
西
部
の

片
羽
町
、
南
部
の
川
尻
(
緑
)
町
で
再
び
あ
が
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
、
郭
内
と
郭
外
の
接
触
点
に
お
け
る
町
が
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
、
建
設
・
整
備
以
後
の
都
市
構
造
の
大
き
な
変
化
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
侍
屋
敷
に
接
す
る
西
の
街
道
筋
が
高
く
、
東
側
で
は
安
く
、
特
に

郭
内
に
お
い
て
も
魚
町
一
・
五
丁
目
、
穴
山
町
や
東
南
に
位
置
す
る
丁
は

最
も
安
い
場
所
で
あ
つ
し
た
。
ま
た
、
上
府
中
は
一
両
以
下
で
あ
っ
た
。
そ



れ
に
関
連
し
て
、
延
宝
三
年
(
一
六
七
五
)

に
お
け
る
本
屋
借
展
率
を
表
1
で
み
る
と
、
通
り
に
面
し
た
表
借
屋
と
'
蝉
釈
さ
れ
る
本
屋
借

屋
率
は
、
下
府
中
で
二

0
・
八
形
、
上
府
中
で
一
一
・
二
%
、
全
体
で
一
七
・
四
形
で
あ
る
。
町
別
に
み
る
と
魚
町
の
四
入
・
五
形
、
西

一
条
町
の
四
三
・
一
二
%
が
目
立
ち
、
下
府
中
で
は
工
・
鍛
冶
・
桶
屋
町
の
職
人
町
を
除
い
て
中
心
部
か
ら
は
ず
れ
た
屋
敷
値
段
の
安
い
所

で
高
い
率
を
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
享
保
九
年
の
借
底
率
白
〉
は
全
体
で
三
五
・
一
二
形
、

下
府
中
四
二
・
二
%
、

と
府
中
一
一
・
六
%

で
あ
り
、
下
府
中
に
お
け
る
裏
借
屋
層
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。

城
下
町
建
設
当
時
か
ら
の
中
心
街
区
は

近世城下sI]における都市構造の変容過程

一
、
太
物
売
買
仕
候
見
せ
庖
之
儀
八
、
古
来
d

八
日
町
柳
町
ュ
相
極
9
申
侯
。
他
町
β

出
見
せ
仕
太
物
売
買
仕
侯
者
、

候
者
ハ
、
仲
間
江
指
加
江
候
定
-
一
致
来
nJ
申
候
御
事

au

仲
間
吟
味
仕
候
而
指
障
無
之

と
い
う
よ
う
に
商
業
土
の
特
権
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
他
に
も
柳
町
一
・
二
・
一
一
一
丁
目
、
三
日
町
一
丁
目
の
穀
問
展
、
伊
勢
(
山
田
)
町
の

綿
問
屋
な
ど
の
特
権
商
人
が
存
在
し
た
が
、
城
下
町
の
拡
大
と
共
に
新
興
町
人
層
の
台
頭
を
生
み
新
た
な
中
心
街
区
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

三
、
停
滞
衰
退
期
の
都
市
構
造

享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
か
ら
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
ま
で
の
一

一
六
年
間
の
総
人
口
は
、
一
二
七
二
ハ
人
の
減
少
を
示
し
、
増
加
率

は
マ
イ
ナ
ス
二
七
・
二
%
で
年
平
均
増
加
率
は
マ
イ
ナ
ス
二
・
三
四
品
で
あ
る
。
天
保
七
年
は
「
騒
動
ご
而
人
別
減
候
年
」
で
あ
っ
た

185 

が
、
武
家
人
口
を
含
め
た
城
下
町
人
口
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
方
人
口
九
九
四
六
人
に
対
し
て

「
右
之
外
、

一
連
寺
地
内
、
光
沢
寺
地
内
町
並
町
続
遠
光
寺
町
、
飯
田
新
町
、
板
垣
、

此
人
数
右
凡
弐
千
五
百
人
計
、

御
武
家
御
勤
番
方
御
家
人
衆
、
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3X100 X A B ト100
E F 

EXI00 延宝 3年 内本屋 天保7年屋
内明屋敷(%) 本屋(軒) {昔屋 (%) 敷数(軒) (%) 

2.7 愛 宕町 54 8 14.8 60 11 18.3 

1.6 元紺屋町 22 1 4.5 20 9 45 

3.5 元城屋町 51 9 17.6 52 15 28.8 

5.6 元連雀町 6 1 16.7 7 2 28.6 

11.1 新紺屋町 40 7 17.5 44 9 20.5 

8.5 細 工町 48 4 8.3 48 20 41. 7 

4.8 大 工町 9 3 33.3 9 4 44.4 

10.1 広 庭町 11 1 9.1 10 。。
8.4 十数回!町 11 1 9.1 11 2 18.2 

13.2 元穴山町 17 3 17.6 16 4 25 

4.2 久保町 28 3 10.7 26 12 46.2 

12.2 元緑町 12 。 。 8 3 37.5 

12.4 元柳町 53 。 。 54 32 59.3 

11.4 子子町I 12 1 8.3 11 5 45.5 

9.7 八幡町 19 。 。 20 13 65 

8.6 御 111~f 町 12 4 33.3 11 8 72.7 

18.7 広小路町 34 。 。 35 13 37.1 

8.1 畳 II!T 8 。 。 8 。。
11.8 !竪 田T 16 2 12.5 35 l 2.9 

5.4 白木町 23 。 。 24 7 29.2 

4.5 袋 田I 27 。 。 30 14 46.7 

2.8 元三日町. 49 1 2.0 47 24 51.1 

9.8 上横沢町 28 8 28.6 
51 22 43.1 

-f横沢町 25 6 24 

相川町 34 12 35.3 33 16 48.5 

7.3 
新青沼町 49 3 6.1 59 11 18.6 

@上府中計 698 78 11.2 720 257 35.7 

山梨県立図書館所蔵:延宝3年上下町中家数覚
liJ州文庫史料2巻所収:天保7年 甲府上下町屋敷数人別改覚

山梨県立図書館所蔵:天保8年 極々困窮之者名前人数調帳より作成
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表 1 延宝3年借屋率・天保7年上府中明屋率・天保8年下府中極々函窮者割合

LXl A B 
iXI00 

天保7年 C 天保8年 D 
延宝3年 内本屋 屋敷数 天保7年 困窮者 天保8年困
本屋(軒) 借屋 (%) (軒) 人 口 家数 窮者人数

相P 町 86 16 18.6 101 780 10 21 

八日間T 69 18 26.1 61 374 2 6 

三日 町 82 28 34.1 83 483 6 17 
イ石 町 68 33 48.5 67 303 9 17 

穴山 町 74 16 21.6 76 424 16 47 

工 町 85 1 1.2 94 434 12 37 

山田町 58 13 22.4 59 395 6 19 

横近習町 52 15 28.8 51 427 20 43 

立近習町 32 3 9.4 34 263 7 22 

境 町 31 7 22.6 29 167 10 22 

上連雀町 35 。 。 34 259 5 11 

下連雀町 64 18 28.1 60 327 27 40 

鍛治町 33 1 3.0 27 145 4 18 

桶屋 町 58 。 。 44 308 17 35 

金手 町 36 9 25.0 47 288 11 28 

上一条町 53 11 20.8 60 337 13 29 

下一条町 43 4 9.3 53 209 16 39 

和田平町 55 13 23.6 44 222 7 18 

城 屋町 35 12 34.3 55 229 9 27 

西青沼町 60 10 16.7 81 654 12 35 

片 羽町 42 6 14.3 32 224 3 10 

緑 町 47 。 。 50 428 3 12 

西一条町 67 29 43.3 65 447 17 44 

光沢寺地内町 26 53 

一蓮寺池内町 8 30 

@下府中計 1，265 263 20.8 1，307 8，127 276 680 

G)+@ 1，963 341 17.4 2，027 
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与
力
衆
、
御
同
心
衆
、
御
小
人
此
人
数
合
凡
三
千
人
計
、
両
御
役
宅
、
長
禅
寺
前
陣
屋
、
合
凡
人
数
五
百
人
計
、
其
外
人
別
之
者
、
惣
合
甲
府
申
人
別

凡
弐
万
人
計
と
申
事
也
」
ハ
ロ
〉

と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
門
改
に
記
載
さ
れ
る
町
方
人
口
は
全
体
の
半
分
位
で
あ
っ
た
。

町
別
の
動
向
を
み
る
と
、
停
滞
期
か
ら
衰
退
期
の
前
半
に
あ
た
る
十
八
世
紀
に
お
い
て
は
、
下
府
中
の
西
一
条
町
と
上
府
中
の
新
紺
屋

町
に
お
い
て
人
口
増
加
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
、
他
の
全
て
の
町
で
減
少
し
て
い
る
。
人
口
増
加
地
域
は
町
続
地
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。
宝
暦
年
間
に
は
、
穀
物
の
株
仲
間
の
特
権
が
侵
害
さ
れ
は
じ
め
、
寛
政
年
間
に
は
町
続
地
に
あ
た
る
上
飯
田
新
町
の
も
の
が
、
逸
見

筋
か
ら
く
る
穀
物
の
直
買
を
し
厳
重
に
処
罰
さ
れ
て
い
る
品
)
こ
と
や
、

南
に
位
置
す
る
一
蓮
寺
地
内
町
か
ら
は
、

こ
の
時
期
に
油
屋
仲

間ハ
uu
や
質
屋
仲
間
(
幼
〉
に
顔
、
を
出
す
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
ら
づ
け
ら
れ
る
。

城
下
町
は
在
方
で
の
農
民
の
商
人
化
、
町

方
で
は
株
仲
間
の
統
制
下
に
入
ら
な
い
出
買
商
人
に
よ
っ
て
株
仲
間
の
商
品
流
通
が
う
ち
こ
わ
さ
れ
町
中
が
困
窮
す
る
に
い
た
っ
た
岳
写

城
下
町
人
口
の
減
少
の
町
別
動
向
を
検
討
す
る
と
、
発
展
期
に
お
け
る
空
洞
化
現
象
が
進
み
、
郭
内
町
全
体
に
波
及
し
て
減
少
が
著
し

ぃ
。
続
く
天
保
ま
で
の
哀
退
期
後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
人
口
減
少
の
著
し
か
っ
た
町
は
停
滞
の
傾
向
を
み
せ
、
人
口
減
少
は
、
特
に

街
道
筋
の
東
側
に
あ
た
る
金
子
町
か
ら
城
屋
町
の
郭
外
町
や
上
府
中
に
お
い
て
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
次
の
再
生
期
の
徴
候
と
し
て
、
上

連
雀
町
や
立
近
習
町
、
片
羽
町
な
ど
に
お
い
て
人
口
場
加
が
み
ら
れ
る
。

城
下
町
衰
退
の
反
映
と
し
て
、
上
府
中
で
は
天
保
七
年
に
お
い
て
明
屋
率
(
表
1
)
が
三
五
・
七
日
月
に
お
よ
び
、
閑
散
と
し
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
、
下
府
中
に
つ
い
て
は
天
保
八
年
の
町
別
極
々
困
窮
者
割
合
を
表
1
で
み
る
と
、
職
人
町
、
場
末
的
な
町
や
町
続
地
、
そ
し
て

南
北
に
分
散
的
街
区
を
も
っ
魚
町
、
穴
山
町
に
お
い
て
割
合
が
高
く
、
中
心
商
業
街
区
で
は
低
く
、
元
禄
五
年
の
屋
敷
値
段
分
布
と
ほ
ぼ

一
致
し
た
分
布
を
示
す
と
い
え
る
。
山
田
町
の
よ
う
に
「
家
持
之
内
ニ
モ
七
分
通
り
貸
家
ニ
相
成
」
(
き
状
態
と
な
り
、
材
木
町
と
い
わ
れ
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半

第 4図天保 7~明治 3 年町別年平均増加率

甲州文庫史料第2巻明治 3年 甲府町方家数人数取調書より作成

(凡例は第 2図に同じ)
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第5図 明治 3年甲府城下町における借展率と人口密度

山梨県立図書館所蔵 明治 3年 甲府町方家数人数取調書

同 年甲府町坪数凡調書 より作成

た
立
近
習
町
の
家
持
も
「
追
々
余
業
に

移
り
替
」
(
幻
〉
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

四
、
再
生
期
の
都
市
構
造

天
保
七
年
(
一
八
三
六
)

か
ら
明
治

三
年
(
一
八
七

O
)
ま
で
の
三
十
四
年

聞
で
総
人
口
は
二
五
八
四
人
増
加
し
て

お
り
、
年
平
均
増
加
率
八
・

O
一
品
で

あ
っ
た
。
下
府
中
が
二
七
・
二
対
と
上

府
中
の
一
七
・
六
%
を
上
ま
わ
り
、
数

の
上
で
も
下
府
中
中
心
に
再
び
城
下
町

人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
た
時
期
で
あ

る
。
第
4
図
に
よ
っ
て
町
別
に
人
口
増

加
率
の
動
向
を
み
る
と
、
下
府
中
で
は

桶
屋
町
を
除
い
て
増
加
に
転
じ
て
お

り
、
上
府
中
で
は
一
部
に
急
増
地
域
が

み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
人
口
の
き
わ



め
て
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

av
下
府
中
に
お
い
て
は
上
連
雀
、
片
羽
、
緑
町
の
部
分
と
立
近
習
、
横
近
習
町
、
そ
れ
に
金
子
町
か
ら

東
の
街
道
筋
の
町
で
高
い
増
加
率
を
示
し
て
お
り
郭
内
外
の
出
入
口
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
人
口
増
加
率
か
ら
み
る

近世:城下町における都市構造の変容過程

か
ぎ
り
、
城
下
町
は
内
部
分
化
を
伴
い
な
が
ら
も
再
び
人
口
増
加
に
転
じ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
都
市
構
造
を
第
5
図
明
治
三
年
の
人
口
密
度
と
借
屋
率
で
検
討
す
る
と
、
下
府
中
の
人
口
密
度
は
一
平
万
キ
ロ
あ
た
り
二

万
人
程
と
な
る
。
特
に
高
い
の
は
横
近
習
町
(
三
五

O
七
O
人
/
加
)
立
近
習
町
三
一
八
八
四

O
人
/
凶
)
上
連
雀
町
三
一
六
九
コ

δ
人

/
同
)
で
、
つ
い
で
下
連
雀
、
三
日
町
や
職
人
町
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
人
口
増
加
の
著
し
か
っ
た
町
と
一
致
す
る
。
借
屋
率
は
全
体
で

四
六
%
、
下
府
中
で
は
五

0
・
六
形
、
上
府
中
が
一
二
・
七
拓
で
あ
る
。
享
保
九
年
に
比
べ
れ
ば
一

O
必
程
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
分
布
も
人
口
密
度
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
職
人
町
で
は
相
対
的
に
低
く
、
そ
し
て
町
続
地
で
あ
る
光
沢
寺
地
内
町
が
七
一
・
五
形
と

高
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
横
近
習
・
立
近
習
・
上
連
雀
町
は
共
に
借
屋
率
・
人
口
密
度
と
も
高
く
も
幕
末
に
人
口
増
加
が
著
し
か
っ
た
。

三
日
町
・
下
連
雀
町
が
そ
れ
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
魚
町
は
人
口
密
度
・
借
屋
率
と
も
低
く
、
郭
内
に
あ
り
な
が
ら
空
洞
化
し

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
延
宝
三
年
の
本
屋
借
屋
率
の
町
別
分
布
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
再
生
期
に
お
け
る
人
口
増
加
は
借
屋
層

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
上
連
雀
町
は
天
保
八
年
の
極
々
困
窮
者
割
合
が
低
く
、
こ
の
時
期
に
人
口
急
増
、
高
い
借
屋
率
、
高
い
人

口
密
度
と
最
も
活
気
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、

明
治
三
年
の
極
困
窮
の
者
取
調
宕
〉
に
よ
れ
ば
、

全
体
で

六
五

O
八
人
が
極
困
窮
の
者
と
さ
れ
、
総
人
口
の
半
数
を
こ
え
る
数
で
あ
り
大
量
の
下
層
民
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
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ま
と
め

甲
府
城
下
町
に
お
け
る
町
方
の
人
口
推
移
は
五
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
。
史
料
の
都
合
か
ら
三
つ
の
期
間
に
つ
い
て
、
人
口
増
減
の

地
域
変
動
と
都
市
プ
ラ
ン
、
都
市
形
成
や
都
市
構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

-
建
設
・
整
備
期

古
府
中
か
ら
草
分
け
町
人
の
移
動
を
中
心
に
、
新
府
中
の
建
設
が
お
こ
な
わ
れ
都
市
プ
ラ
ン
か
ら
部
内
町
、
郭
外

町
の
区
分
を
お
こ
な
い
城
下
町
の
地
域
的
確
定
を
お
こ
な
っ
た
。
寛
永
期
位
ま
で
に
城
下
町
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
郭
内
に
お
け
る
人

口
集
中
と
郭
外
へ
の
拡
大
が
進
ん
だ
。

E
発
展
期

寛
文
か
ら
享
保
に
か
け
て
、
人
口
増
加
は
郭
外
町
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
、
上
府
中
で
は
人
口
流
出
か
ら
流
入
が
お
こ

な
わ
れ
、
街
道
筋
に
新
町
あ
る
い
は
寺
地
内
町
の
形
成
が
町
続
地
に
み
ら
れ
る
。
都
市
構
造
の
面
で
は
、
屋
敷
値
段
の
分
布
や
本
屋
借
屋

率
か
ら
新
興
町
人
層
を
中
心
に
新
た
な
中
心
街
区
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

直
停
滞
期

W
H

衰
退
期
前
期
、
享
保
か
ら
寛
政
に
か
け
て
は
人
口
の
停
滞
か
ら
十
八
世
紀
後
半
急
激
な
減
少
を
み
せ
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
の
町
で
減
少
す
る
と
共
に
、
特
に
郭
内
町
全
体
に
空
洞
化
現
象
が
波
及
し
て
い
る
。
人
口
増
加
は
町
続
地
で
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、

商
業
地
域
と
し
て
の
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。

W
M

衰
退
期
後
期

寛
政
か
ら
天
保
に
か
け
て
人
口
減
少
は
さ
ら
に
周
辺
に
移
動
し
、
郭
外
町
、
上
府
中
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
、
上

府
中
で
は
明
屋
が
多
く
閑
散
と
し
た
状
態
を
示
し
、
下
府
中
で
も
困
窮
人
の
増
加
と
共
に
町
別
の
発
展
格
差
を
示
し
て
い
る
。

V
再
生
期

天
保
か
ら
明
治
に
か
け
て
町
方
人
口
は
再
び
増
加
し
は
じ
め
、
前
の
時
期
に
減
少
の
著
し
か
っ
た
上
府
中
や
東
側
街
道
筋

の
み
で
な
く
、
郭
内
と
郭
外
町
の
出
入
口
に
あ
た
る
地
域
で
の
人
口
増
加
は
借
屋
層
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
、
人
口
密
度
の
高
い
町
が
出



現
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
甲
府
城
下
町
人
口
の
地
域
変
動
は
、
増
加
も
減
少
も
中
心
か
ら
周
辺
へ
波
及
し
て
お
り
、
再
生
期
に
み
ら
れ
る
増

加
が
明
治
以
降
の
近
代
都
市
へ
の
連
続
性
の
上
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
新
た
な
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

末
筆
な
が
ら
お
世
話
に
な
っ
た
山
梨
県
立
図
書
館
の
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

近世城下町における都市構造の変容過程

(
1
)

速
永
融
(
一
九
七
六
)
日
本
に
お
け
る
人
口
史
研
究
の
現
況
と
問
題
点
(
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
所
収
一
一
一
二
三
頁
)

(
2
)

竹
内
誠
(
一
九
七
四
)
都
市
細
民
の
増
加
と
打
致
し
の
頻
発
(
荒
居
英
次
編
日
本
近
世
史
入
門
所
収
一
八
八
J
一
九
二
頁
)

(
3
)

藤
岡
謙
二
郎
・
矢
守
一
彦
・
足
利
健
亮
(
一
九
七
六
)
歴
史
の
空
間
構
造
二
二
ハ

1
一
二
七
頁

(
4
)

矢
守
一
彦
(
一
九
七

O
)
彦
根
城
下
の
人
口
構
成
と
人
口
動
態
に
つ
い
て
(
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
所
収
二
二
一

1
二
四
四
頁
)

(
5
)

深
井
甚
三
(
一
九
七
七
)
近
世
中
期
の
城
下
町
人
口
動
態
に
つ
い
て
|
|
信
州
上
回
城
下
町
の
場
合
|
|
東
北
大
日
本
文
化
研
究
所
紀
要

巻
一
四
集

(
6
)

大
阪
で
は
「
町
続
在
領
」
富
山
で
は
「
町
端
」
水
一
戸
で
は
「
町
続
郷
分
地
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
筆
者
は
町
奉
行
支
配
下
に
組
み
こ
ま
れ

ず
町
方
に
接
続
し
て
形
成
さ
れ
た
町
場
を
一
般
的
に
「
町
続
地
」
と
呼
ん
で
お
く
。

(
7
)

松
本
四
郎
二
九
七
六
)
近
世
後
期
の
都
市
と
民
衆
(
岩
波
講
座
日
本
歴
史
近
世
四
所
収
)

(
8
)

矢
守
一
彦
は
、
明
治
以
降
の
都
市
人
口
推
移
を
総
人
口
推
移
だ
け
で
な
く
城
下
町
時
代
の
「
地
域
制
」
に
即
し
て
検
討
し
た
。
矢
守
一
彦
ご

九
七

O
)
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
三
四
九

t
コ
一
六
七
頁

(
9
)

仮
題
・
近
世
甲
府
三
日
町
の
人
口
動
態

(m)
山
梨
県
教
育
委
員
会
ご
九
六
九
)
甲
府
城
総
合
調
査
報
告

(
U
山

前

掲

(
8
)
一
一
九
一
八
頁

.31J 
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六一

1
七
六
頁
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(
ロ
)
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
元
禄
七
年
の
一
一
一
日
町
切
支
丹
宗
門
改
帳
の
よ
う
に
二
歳
以
上
の
記
載
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

(
日
)
享
和
三
年
柳
町
二
丁
目
東
側
庄
右
衛
門
の
裏
借
屋
か
ら
出
火
、
下
府
中
の
内
十
九
ケ
町
が
類
焼
し
て
い
る
。
(
坂
田
家
文
書
享
和
三
年
御
用

日
記
)

(
U
)

前
掲
(
叩
)
七
一

t
七
二
頁

(
日
)
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
享
保
九
年
甲
府
御
城
下
御
伝
馬
町
附
に
よ
る
。

(
時
)
寛
延
三
年
太
物
仲
間
之
儀
書
付
(
甲
州
文
庫
史
料
三
巻
所
収
)

(
げ
)
天
保
七
年
甲
府
上
下
町
屋
敷
数
人
別
改
覚
(
甲
州
文
庫
史
料
二
巻
所
収
)

(
路
)
安
藤
精
一
(
一
九
六
二
)
近
世
甲
府
の
株
仲
間
経
済
理
論
六
七
三
J
四
頁

(
m
m
)

寛
延
三
年
油
屋
仲
間
書
上
(
甲
州
文
庫
史
料
三
巻
所
収
)

(
却
)
明
和
五
年
質
屋
仲
間
書
上
(
甲
州
文
庫
史
料
三
巻
所
収
)

(
剖
)
前
掲
(
問
)
四
頁

(
詑
)
嘉
永
五
年
乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候
(
甲
州
文
庫
史
料
三
巻
所
収
)

(
幻
)
安
政
二
年
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
侯
(
甲
州
文
庫
史
料
三
巻
所
収
)

(
M
)

慶
応
四
年
御
用
日
記
に
よ
れ
ば
、
上
府
中
に
お
い
て
は
屋
敷
数
七
三
五
に
対
し
て
竃
数
五
三
九
で
以
前
閑
散
と
し
て
お
り
、
下
府
中
で
は
屋

敷
数
一
三
八
二
に
対
し
て
竃
数
二
五
九
九
で
あ
る
。

(
お
)
坂
田
家
文
書
明
治
三
年
御
用
日
記




